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後には反磨秋鮭は消失するのであるが,結核生菌の示す病竜虎歴の場合には7-コ0日間の後に徐J4,に眼

庄及び局所･k兄が実験前の状態に復する○

工侍､爾後の継続的な観察に於で, 結核生菌を皮下に.匪射して病竜虎麿を観察した家兎の前限部結核

症の経過は､1然らざるものに比 して何等特別な変化を示す事はなかった○

此の実験の結果 より見れば, 人間の自然状態に於で索道から吸入せられる程度の畳の結核菌自体が

病竜を作らで喧 ｢1bJ検度厳により既存病竃を刺戟悪化せしめる事は考-られないのである0

5)宴に,既述の如き我々の実験家兎に対して,体重鑑当 り80mgの沃度加里 (kl)を連 日経口的

に投興して其の柄竃に及ぼす影響を観察したが､2週間の三重続投輿によっては何等の反膝を認める事は

出来なかった｡

以上.現在迄に我}{が行った実験の方港と成疎の脚略を述べたのであるが, 我}{は此の家兎の繭眼
1
部結核症を対象とし､ 柏陽際を用払てする角膜の顧搬鏡的観察を行ふ実験方法を､一括核化学療法の動

物実験の一つの予備実験 として利用し度いと考-て居 り. 目下その目的の馬に動物実験を進行せしめ

つ とある事を附記する｡

肺結核患者担客疾中に於 ける｢ツ｣様反鷹物質に関する研究

波 速 林 造

(試験管内で結核菌が成長する際に, ツベルク1)ン (以下 ｢ツ｣と略称)が生墓せられるのと同株に

動物体内の結核病竃に於ても ｢ツ｣が造られるであらう事は一膝考-られるO 此の-1uJ面の研究と_して

結核愚者の排薄物､ 分泌物､ 体液､組織中に於ける ｢ツ｣反艦物質の書正明に関し先人の菜蹟があるが

或は其れが認められ､或は否定 されて居る｡其の中啄疾に関して､ 芳賀和 昭 に1由5年に肺綜楓患者
略疾中 ｢ツ｣棟物質の存在を実験的に証明し､ . 次で小林氏が追試の轄典之れを認めると共に其の実験

方法の一部を改良して居るが何れ も皮内反膝を以て該物質証明の目標として居る｡ 而して両氏は此の

実験は活動性肺結核の診断換言すれば病竃破壊程度を知る上に慣値ありと結論して居るO 其彼此の研

究には追試者が見受けられない｡ 著者は先づ肺結核患者啄疾中 ｢ツ｣様反騰物質存否の証明に以下述

べる-新方法巨Pち皮内反騰の他に病竜虎歴を以て再検討を試みた｡ 貴初に小林氏の方法を追試 したが

アセ トンの大量を必要とする快点とアセ トンにより特異性蛋白棒の幾分かが消失すると言ふ不都合が

あるので､キエスク-及マツシエマン等の実験の一部を参考として､ 非特異性蛋白体を可及的除去す

る薦1%の割合に氷酷酸を加-る枝にしたO 操作を最初から述べると新鮮なる肺結核患者啄疫に同量

の1% ｢グ1)セ1)ン｣を加-､振漁況和し､ 1童夜窒過に放置後 85.OoCl時間加熱滅菌 し､傑水を加

-使周略疾畳の 0倍量となし､里ゴヱ準過器にて鴻過 し､次に淀液を雷湯煎上で種･kなる濃度に濃縮

し､之れに1%の割合に氷酢酸を加-､1董夜皇週に放置琴遠心沈澱 したる後､適宜アルカ')を加-て

pHを修正し､ 最後に蒸菊滅菌を行ふ｡ 斯 くして得た液液を被検者にマンツ-氏反麿と同様式V_接箇

し48時間後に判定した｡判定基準は-ンツ-氏反麿に準ずる｡一方之れと同時に教皇の同僚前川の方

法巨ロち家充の病竜虎鮭を試みたのである｡ 病竜虎魔観察の基礎としては数字の出る眼圧測定に最 も重

点を置き､然 も之れの確異なる結果を得る薦めに､予め実験前に少 くとも3乃至5日間眼圧･lRUT定を行tl
不安定なるもの及水銀柱にて10mm以下の眼圧を示す家兎は除外したのである｡
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本実験に入る前に､著者は予備実験として明らかに開放性と認められる肺結核患者4名の略疾に就て

夫々を前述の要領で操作し全然濃縮せずに調製した被槍液を結核患者17名に 0.1cc皮内に注射し対照

としてマンツ-反臆を試みた結果､其の反臆陽性率は三三三二反臆に比し造かに劣 り､然かも極 く少数

の陽性例は発赤淡 く｢ツ｣棟物質に依る反臆を殆ど認められなかったO そこで濃縮して見る事を考へ

た. 邑ロち調製した堵疾淀液を稜々なる濃度 (fi,y5,54,】/8) に濃縮せるものを以て皮内反臆病竃反
膝を試みた轄典､反膝発現には1/8よりも低両濃度では其の度が小なるに綻び陰性に貴重見する傾向が演

は釘した (第1,第2表)O依って一膝濃縮度の限界を1/Sよりも高 .-1濃度に定めて実験を進めた｡何此の

場合､病竃反麿実施に当 t)､ その注射量は濃縮液液中に含まれる ｢ツ｣橡物質の含有量は恐らく脚畳

であらう事を考慮して一腹20ccとした｡さて本実験の成績を述べると第3表は1/8濃縮の結核性及非結
核性啄族滅液の皮内反膝成績である｡ 非結核性堵疾とは臨床的に肺結核を認めない ｢ツ｣反臆陽性者

の啄族にて厳密に集菌法を行払結核菌陰性なる事を確めたものであるO 其の成績を見るに先づ4例の

結核性啄疾滝液を ｢ツ｣反臆陽性者並に陰性者に接直せる場合､ 其の反臆陽性率を比改するに後者即I

ち ｢ツ｣陰性者に於て例数僅少であるが 1例も陽性者のないのに反し前者では80.3%に陽性発現して

居る一方非結核性曝疾浸液2例を同株に ｢ツ｣反膝陽性者及陰性者に試みた緯典其の1例に放て rツ｣

反艦陽性者では全ペて陰性であるが､他の 1例に於て8例中2例 (25.0%)に陽性菟現して居るO此 れ

に対し ｢ツ｣反膝陰性者では全べて陰性である｡ 従って結核性啄疾浸液と非結核性啄疾漣液の ｢ツ｣

反膝陽性者に対する皮内反膝陽性率に明らかなる差異が認めら新しる事は否定し難い所である｡ 併し乍

ら注目せねばならぬ事は ｢ツ｣反麿陽性者に結核性啄疾波紋を皮内注射せる際 19.7% に薪陽性及陰性

者を出して居る事及び非結核性啄疾液液の1例を接擾ぜる際25.0%に陽性者を出して居る事である｡

次に皮内反願は其の測定に多数の^問を使用せねぼならす､且使用量1を増加し得ない優があるので､動

物を使って病竃反臆に依って証明する方法を検索した｡其の結果について述べると､覚づ1/8濃縮の結

核性噂疾涼液及非結核性噂疾滝液の病竜虎膝と其の反謄発現に要する注射量を検討した轄典範4表に示

す通 りで,綜′敵性噂疾通液は10cc,5ccでは陰性で20ccで始めて反5g=:.苑現して居る｡一方前述2例の非

結核性曝疾渡液は20ccで何笹も反臆陰性であるo ｢ツ｣病竃反臆の特異性を説明する実験の一つとし

てザモイ竺ヱ は滅菌牛乳0･5ccを予め笑投的前限鼻緒板を惹起せしめた家兎の大腿に皮下按桓した結果

反鮭は陰性であった｡ 同様の実験を教皇のrl-･'j僚 前川 も牛乳の他に非動性血清等により試みたが 反慮

陰性である事を確認して居るO 此の事は著者等の実験に於て既述の如 く曝疾混液調製時非特異性蛋白

を可及的除去する馬氷酪酸を加-る事の省略を可縄とするものと思考される｡ 従って以下に述べる実

験方法に依 り病竃反厳を再検討し､ 又同時に啄疾中結核菌証明r:7〕有無に依る反麿比較をも併せて行っ

た｡巨ロち肺締核患者曝疾中塗抹標本にて結核菌陰性の者及び巣菌法,培養法にても結核菌陰性ゐ者を被

検材料として選び前浜の要領に依って濃液を調製し､その操作中氷酷を加-る事を省略した｡濃縮度は

既述7°実験により1/8よりも高濃度に濃福する必要があるが､一骨確実を期す馬鹿初Z)略疾畳に迄濃縮

することに一定したO従って濃縮度は1/11になる訳である｡斯 くして得た被検波液を以て前川氏声決
に基づき病竜虎臆を試みた｡注射量は何れも20ccである｡ 佃全身反臆の-参考として被検家兎の体過

(直腸温)測定をも同時に行った｡ 体温測定には非特異的の動柊を避ける意味に於て測定醸刻 (食鉾

投輿前)を考慮したO策1例､第2例､第3例は資抹法で轄板簡陽性Jj啄疾漉液を接瞳したもので明ら

かに眼圧下降を認めたO 叉対照として範1例､範2例の曙族洩液を健常家兎に接榎したが限庄下降を

認めないO第 4例､第5例､第6例は薬園法培養法結核常陰性の啄疾渡液を接麓したも7TJであるが､眼

庄下降は認めない｡体温測定r/結晶は弟1第3第 4鞄6例に於て上昇を認めるが､蘭余の例では明らか

なる上昇は認めないo 比の成績より考察するに結核菌陽性の曝疾滝液接種の際病竜虎燈の発現を認め
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結核菌陰性のものでは認めないO 換言すれば肺結核患者啄疾中の ｢ツ｣棟虎麿物質の存泰は該啄庚申

の結核菌有無と､少くとも碕援なる関係がある棟に思はれるが､伺例数を槍して詳細に検討したい｡

欝 1表 結核性噂疾波紋の濃/%度別に依る皮内反康成額

可 換 啄 疾 反 感被橡数 破 線 者 区 分 皮内反感
患 者 所 見 カ●フキ-千 洩 液濃縮度 + =土=●一一一

節 南 側 庚 汎 性 Ⅴ _ 1/8 14 ｢ツ｣反鷹(+)10 1100 041例 左互大空洞性肺 綜 核. )-｢ツ｣反磨 (-) 4

輿2､例 両 側 空 洞 性肺 縮 .核 I 1/4 ll ｢ツ｣反磨 (+)ll 4 7

節 .詩例~ 両 側 空 洞 性肺 結 鋲 Ⅶ -1/3 12 ｢ツ｣反鷹 (+) 8IT｢ツ｣反鷹 (-) 4 3 51 3

節4例 ･左五大空洞性肺 魔 核 I 1/2 12 ｢■ツ｣反磨(+)91-｢ツ｣反磨 (-) 3 0一一 7.

欝 2義 解核性噂疾洩液の濃蘭度別に依 る病髄反感成緯

被 放 噂 痴 被槍家鬼 病 髄 反 感

患者所見 ガフキ- 洩 液濃縮度 鶴舞限 注 射 前 240ノ百 48̀).宿 720ノ百 列定

節 両 側 庚 汎 性左玉大空洞性肺 結 核 † 1/8 Nr3 ~息 23mm/Hg 13/y lo ≠ 9 /r +1例 健 26mm/Hg 36,/I20!? 23 /V

節 両 側 空 洞 性陣 緒 核 ､Ⅰ 1/4 Nr2 息 13mm/打g lo ≠ 12/V 10 /y2例 健 23mm/Hg 2:‡ /y 26.♂ 2:r主 !y

罪 左玉大空洞性肺 締 核 Ⅶ 1/3 Nr4 忠 23mm/Hg 23/5-23 /V 2壬‡ /y

欝 3表 1/8濃縮の帝核性及非締核性噂疾波紋l/{依る皮内反康成墳

被槍漣液の 例 数 ･反 騰被′検者数 破 枚 者 区 分 皮 . 内 反 鷹+ d=●-

節 例8 76 ｢ツ｣尿磨 (十)66例 53(80.3%) 13(19.7%)
核也 ｢ツ｣反感 (-)10例 0 10(100%)

｢ツ｣反鷹 (-) 1例 0 1(loo野)

例 12 ｢ツ｣反鷹 (+) 8例 2(25.0%) 6(75.0%)

健
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鱒 4表 1/8濃縮の緒核性噂床波液及非結核性啄床波液の病寵反麿と其の注射量

結核 被 検 曝 疾 被 検衣_兎Nr4I

患 者 所 見南 側 空 洞 性 カ●フ キ .-† 観察眼患
健

啄

疾

渡

波

非
結
核
性
曝
疾
渡
波

両 側 空 洞 性

肺 締 核

臨床的Lと練的)
に肺結核を認 め
ない ｢ツ｣反磨
F!,,i.性一打

同 じ

病 窺 反 腔 (限 !堅)

注射 前

30mm/Hg

20mm/Hg

llmm/打g

23mm/Hg

23mm/Hg

20mm/Hg

15mm/fig

23mm/Hg

15mm/Hg

舞 1例 約1/11濃縮啄疾渡液20cc注射

(ダフキーⅣ号一塗珠法)

被後家兎 Nr3

細線は限歴｡

鮎線は体温 (直腸温)0

舞1例対照

第1例の啄族滅液液20cc往射

被披家鬼 Nr7-健常

細線は限度｡

鮎練は体温 (直腸温)｡



欝 2例 約1/11濃鮪啄疾渡液20cc注射
(ガフキーⅦ号一 塗珠)
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手筈
4qQSSQ

'3貯 30''

32095･

3防ヱ041

3&oF･S･J

3肝IO'J

被放家兎 Nr3

'ii"

欝2例対照
欝2例の噂疾漣液20cc注射

被披家兎 Nr7-催常

細線は限礎. 鮎線は体粗 (直腸温)o

----一一一､ヽ _∫ヽ■■

＼ 二 郎R)

夢 3例 約1/11濃縮啄疾渚液20cc注射
_(ガフキ-Ⅶ号一 塗珠)

軍 学

地中357

灘53DJP

31.025<

Sag2h･･

3&015 ･･

31.510 ･･

被披家.兎Nr5

管
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t ↓

4QO'35Ty
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欝 4例 約1/11濃縮噂疾渡液20cc注射
(鶴核常(-)一集骨法･培尭法)

被披家二兎Nr1

細線は限度｡ 鮎線は体温 (直腸温)o

ー__ ー_ -_心細 め

′′へ ､､◆一一-●′

′

__■'

1＼｣ 伽



41

欝 5例 約1/11濃縮啄床波液20cc注射

(結核菌陰性-集甫法 ･培養法)

鰐 6例 約1/11濃縮啄疾漣液20cc注項寸

(帝核甫陰性一集菌 ･培養法)

｢､アペルク リン｣の活性因子に関す る研究

大 井 豊

比の研究は ｢ツベルク1)ン｣ を種々の劃分に分離して其の各々に就いて皮内反膝､柄竃反騰及び致

死反藤を比較検討する事によって､ ｢ツベルク1)ン｣の活性因子を発見する事を目的とする○ 而して

現在までに得られた結典を抄録すると次の如 くであるO

使用材料は､有毒性人型結核菌青山B棟をソー トン合成培地に2乃至3ケ月間培養したものより､

シユーベル トの方法 (第1表及第2表)に従って分離した蛋白体及多糖罪劃分である. 之等のものに就

いて､皮内反磨及び病竃反臆を検したのであるが､皮内反上窓は京都市内某中学考交生徒 1,100名 (陽性及

陰性者合計)と市立京都病院及本研究所に入院中の結嵐患者約 150名に於て検査した成績であり､病竜

虎臆は教皇の前川の援助によって､ 有毒性人型結核菌の前房内凄榛によって実験的前眼部結核症を惹

挺せしめた家鬼に就き､細隙燈を用仏て角膜の蘇御鏡的検査を行仏､ 併せて眼庄測定､硬膜温計測を

行って得た成績である｡

一先づ蛋自体部分は皮内反膝に於て､其の種々の量と旧 ｢ツ｣とを比較した結果 0.0004mg(1cc中0.0

04mg合有溶液の0.1cc)が2000倍旧 ｢ツ｣0.1ccと等力債であることが判った｡次に此の蛋白体を加


